























































































































































































































































大久保：　約1.4倍です。JETRO の Web サイトに「投資
コスト比較」があり、国を選ぶと電力コストから日本
人学校の差まで分かるようになっています。
Ｂ： 　財政や貿易収支が赤字の中で、インフラに関して、
資金や調達の面の見通しなどをお聞かせください。
40 AIBSジャーナル　No.10
大久保：　現在は ODA 頼みで、円借款も含めて、ODA
関連でインフラをつくっています。ODA の金利は
１％以下と非常に低く、20～30年返済なので、喜んで
借りています。しかし、それだけで国全体はカバーで
きないので、PPP（官民パートナーシップ）をやろう
としていますが、民間企業は PPP は怖くて手を出せ
ず、結果として資金がないという状況だと思います。
Ｃ： 　日系企業は幹部を現地で採用する必要があります
が、大学による人材供給の質と量は、どのようなレベ
ルなのでしょうか。
大久保：　ベトナムでは、父親が役人だったりすると、縁
故で役人になったり国有企業に就職できます。親が金
持ちなら、銀行の人事担当者にお金を渡して入った
り、花形部門に配属になったりします。
　優秀だけれど縁故もお金もない人は、外資へ行きま
す。だからこそ、日系企業は優秀なベトナム人に入っ
てもらえるのです。ベトナムに対する投資は日本、韓
国、台湾が中心で、一部シンガポールもあります。北
のハノイでは日本のプレゼンスが非常に高く、日系企
業は魅力ある選択肢です。南のホーチミンも親日であ
ることは変わらないものの、欧米企業の進出も多いた
め、相対的に日系企業のプレゼンスが下がります。い
ずれにしろ、優秀な人材が日本に留学したり、米国に
留学した人が日系企業に入りやすい状況はあります。
Ｃ： 　昨日、レストランへ行ったところ、日本のビールは
サッポロビールしかなかったのですが、なぜ日本の他
のビール会社は進出していないのでしょうか。
大久保：　日本のビール各社にヒアリングしたわけではあ
りませんが、他の企業が他の市場を攻めているとき
に、サッポロビールがビール大国のベトナムに注目し
たことは非常によかったと思います。
　もう一つは、かつてはハイネケンが絶大はシェアを
占めており、価格も非常に安く、他のブランドはなか
なか参入できませんでした。そこでサッポロビール
は、ハイネケンよりも高い値段設定にしたのです。そ
れが功を奏してシェアを伸ばしましたが、ハイネケン
を上回るところまではいっていません。ベトナム人は
味の濃いビールに慣れていないので、現在は薄味にし
て価格を少し下げたタイプも出しているようです。
Ｄ： 　ベトナム経済は上向きとのことですが、ベンチャー
企業の台頭はありますでしょうか。
大久保：　年間６～７万社が新規に登録し、倒産も同じく
らいなので、全体の１割程度の企業が毎年入れ替わっ
ています。起業家精神という面では尊敬する部分もあ
りますが、一方では目先の利益ねらいのケースもあり
ます。もちろん、すごい方もいて、大学時代に熱中し
たロボコン（ロボットコンテスト）の技術を応用して
ベンチャービジネスを創業したケースもあります。そ
こに資金が提供されないのが非常にもったいないと思
いますが、本田宗一郎が技術開発をしたような町工場
の若者がたくさんいるということが、ベトナムの一つ
の希望になっていると感じます。市場経済を導入した
のが1986年ですから、国有企業を除けば、ベトナム企
業の多くはベンチャー企業なのです。ベンチャー企業
の台頭は、むしろ自然な状況として受け入れられてい
ると思います。
